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とその防振法を研究したもので， 2 編より成る。第 1 編は，起振力と振動応答に関する理論的研究につ
いて述べており 第 2 編は 長年にわたって収集した実船実験のデータを分析整理し，理論と実験によ
る知見を総括した防振設計法について述べている。


































倉二重底振動主体となり， タンカー型の船では局部振動及び athwartship vibration が大きいこと
を示している。また，試運転時においても，波浪衝撃及び sprmgmg が発生しており， 波浪中振動
のスベクトル解析より 2 節から 6 節までの船体土下固有振動数と減衰率が計測できることを確かめ，
この方法を実船計測に適用している。さらに，実船計測結果に基づき，船体上下回有振動数及び船尾
振動共振振動数の実験式を与えている。
(4) 波浪中の船体振動の不規則性について考察し，その統計的性質を論じ 居住区における振動許容限
についての見解を述べており，以上を総括して防振設計が実現できるものと考え，経験による知見，
実績データの分析整理，理論計算をシステムとして取扱う船体振動診断システムを開発し船の防振
設計と振動診断に対して有効に適用できる乙とを確認している。
以上の研究成果は，船体の防振設計に有用な多くの知見を与えており 造船学及び造船技術上貢献す
ると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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